タイトル：「夢を追いかけることは時に静かな自分との戦いです」
皆さん、こんにちは。私はベトナム出身のHIEUと申します。本日は、私がなぜ日本が好きになったか、そして今、どのような夢をいだいているかについて、少し話したいと思います。

幼いころから、私は「ものつくり」に心惹かれてきました。中でもフルートの制作と演奏に、強く魅了され、音楽を通して自分の感情や、想いを表現する事が、何よりも好きでした。これは私の作ったフルートです。私にとって、フルートの音色は、ベトナムの原風景や香り、そして幼いころの鮮やかな記憶を優しく呼び覚ましてくれることから、私の心のよりどころになってきました。

そんな私が、日本に興味を持ったのは、日本もまた「ものつくり」の文化が深く根付いている事に気づいたからで、職人の技術や、伝統、そして細部に迄心を込める美意識に、深い感動を覚えたからです。 ベトナムと日本は異なる文化を持ちながらも、「自然を尊ぶ心」や「調和を重んじる価値観」など、共鳴し合える部分が多くあると感じています。

私は特に、音楽を通して、国境や言語の壁を越え、人と人とが心で繋がる世界を築きたいと、常々思ってきました。音楽は言葉を超えた、世界共通の「心の言語」であると思って居ます。そして、国際親善とは、お互いの文化や芸術を理解し合う事から始まるとも信じています。
実は、私は、日本語も音楽も全て完璧とは言えませんが、独学で学んできました。簡単な道のりではありませんでしたが、情熱と努力があれば、言葉も音楽も人の心に届くと私は確信しています。
私にとって、フルートの音色は心の語りであり、信念であり、誰かの心に触れたいと言う切なる願いなのです。フルートは直接息を吹き込んで音を出す楽器ですが、私は唇だけで音を奏でて来たのではありません。偏見に屈せず、忍耐と勇気を込めて、音を奏でてきました。
そして今、私のフルートはもう孤独な響きではありません。それは、私の魂と世界を静かに繋ぐ優しい懸け橋となったのです。

これからも私は、音楽や芸術を通して、日本とベトナム、そして世界の人々の心を結ぶ橋を掛けて行きたいと思って居ます。「温故知新」と言う４字熟語が大好きですが、この精神を大切にして、伝統と未来を繋ぐ表現者の一人として一歩一歩、その歩みを進めていきたいと思って居ます。
皆さん一人一人の夢が、世界をもっと美しく彩り、世界に平和をもたらすものになると私は信じて疑いません。
ご清聴有難うございました。

